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Q. 3.2

(3.16)式の大数の法則を中心化した変数 (centered variables)xt − µt について表すと、
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1
n

n∑

t=1

(xt − µt) = 0

となる。ところで、µtは非確率変数であるから、上式は
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n∑
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µt = 0

となるので、求めようとする式はここから自明。

Q. 3.9

ztの期待値を µt とする。zt (t = 1, . . . , n)の和の期待値は、それぞれの期待値の和なので、
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t=1

zt) = E((
n∑

t=1
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t=1

µt)2)

= E((
n∑
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(zt − µt))2)

= E(
n∑

t=1

n∑

s=1

(zt − µt)(zs − µs)) (1)

=
n∑

t=1

n∑

s=1

E((zt − µt)(zs − µs))

s �= tのとき ztと zsの共分散は 0なので、

E((zt − µt)(zs − µs)) = Cov(zt, zs) = 0

従って、(1)の最後の行で、0でないのは s = tの項だけとなる。つまり

Var(
n∑

t=1

zt) =
n∑

t=1

E((zt − µt)2) =
n∑

t=1

Var(zt) (2)

これにより問いを証明できる。
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